
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横須賀都市計画住宅市街地の開発整備の方針 
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横須賀・住宅－1 

１ 住宅市街地の開発整備の目標と整備開発の方針 

(１) 住宅市街地の開発整備の目標 

① 目標とする住宅市街地 

市には、駅を中心に広がる商業・業務系市街地や計画的に整備された丘陵地にある住宅団地、

谷戸地域の住宅地をはじめ多様な市街地が見られる。また、市街地周辺には、山林や農地も残

っている。今後のまちづくりにおいても、それぞれの市街地が持つ課題を解決していくととも

に、特性を活かした住宅施策の展開を目指していく。 

② 良好な居住環境の確保等に係わる目標 

市の歴史と深くかかわってきた海と多様な特徴を持つ山あいは、市民が親しみと誇りを持ち、

他都市からも人々が訪れる新たな魅力づくりに積極的に活用するとともに、循環型社会の構築

を目指した環境共生や高耐久など環境への負荷が少ない住宅・住環境を整備する。また、日常

生活を支える道路や公園などの基盤整備を進めるなど市民の日常及び災害時における安全性

を確保する。 

 

(２) 良好な住宅市街地の整備又は開発の方針 

良好な住宅市街地の整備を推進するため、住宅施策の基本目標に従い、市に残された豊かな自

然や景観との調和、地域資源や既存ストックの重視、子どもから高齢者まですべての人が暮らせ

る多様な住宅・住環境の整備、災害に強く、市民が安心・快適に暮らせる社会基盤整備、住まい・

まちづくりの主役である市民や事業者と行政との協働等を進めていく。 

また、市の住宅市街地は地形的・歴史的な条件や市街地形成の経緯等により様々な特徴を持っ

ており、それぞれの特性に応じた良好な住宅市街地を形成していくために次のような市街地の類

型に基づいた施策の展開を図る。 

① 類型別整備の方針 

ア 低密度住宅地 

住宅団地においては、良好な住環境を維持するとともに、生垣整備などによる緑化や周辺

の自然環境と調和した景観形成を促進するなど、より良い住環境の実現を図るため、地区計

画や地区土地利用協定・建築協定等を活用して、宅地の細分化の防止や開発残地として残さ

れている傾斜地山林の保全等、住環境に悪影響を及ぼす土地利用転換の防止に努める。 

イ 中密度住宅地 

新たな住宅建設や人口流入の受け皿となるよう住環境の形成を図るため、土砂災害や環境

共生を踏まえた傾斜地山林の保全とともに、地区の不燃化や避難路の確保等、道路整備等に

より災害時の安全を高める整備を促進する。さらに地区のバリアフリー化や施設の適正配置

など、良好な住環境を形成する。 

ウ 高度利用複合市街地 

沿道型商業・サービス施設とともに交通利便性を生活に活かすことができるよう、地区の

バリアフリー化に配慮した住環境を整備する。特に主要幹線道路沿道においては、市街地再

開発事業等により土地の有効活用、良好な沿道景観の形成とともに、避難路や延焼遮断帯と

しての防災機能などにも配慮して、街路樹整備、建物の不燃化・共同化、オープンスペース

の確保などを誘導する。 

 



 

 

横須賀・住宅－2 

エ 拠点業務商業地 

商業・業務・文化・レクリエーションなど様々な都市機能を活用した、市または地域の中

心として美しい景観形成、安全に歩ける歩行空間の確保など、来街者にも配慮した住環境整

備を促進する。そのため、市街地再開発事業や地区計画等により土地の有効利用や高度利用

を進め、都心機能の強化と都市型住宅の供給を促進する。 

オ 都市型・産業共存市街地 

工場や倉庫などと共存できる職住近接の住環境形成を図るため、土地の高度利用を目指し

た都市型住宅の建設を促進する。 

② ゾーン別整備の方針 

ア 中心市街地 

横須賀市の中心市街地としての活力をさらに創出していくため、既存住宅の高容積指定を

活かした建替えに伴う中高層化を誘導し、都市型住宅の供給を促進する。 

イ 谷戸地域の住宅地 

周囲の豊かな自然環境との調和や景観に配慮し、狭隘道路の解消や急傾斜地の整備など防

災対策を推進するとともに、低密度化した住宅地へと誘導する。 

ウ 海辺の住宅地 

海への眺望及び海からの景観に配慮した住宅・住環境整備を誘導する。 

エ 西地区の住宅地 

西地区独自の魅力に配慮しつつ、生活利便性の向上を目指す。 

 

２ 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

｢神奈川県住生活基本計画｣に定める重点供給地域のうち、特に計画的な住宅市街地の整備又は開

発が必要な重点地区及び当該地区の整備又は開発の計画の概要は、別表及び別図のとおりである。 
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別表 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

地 区 名 １．川間地区 ２．山中町地区 

面  積 約 13.4ha 約 12.7ha 

イ 地区の整備又は開発の

目標 

民間による開発事業の実施によ

り、計画的な住宅地と基盤施設整

備を一体的に進める｡ 

 

民間による開発事業の実施によ

り、計画的な住宅地と基盤施設整

備を一体的に進める｡ 

 

ロ 用途、密度に関する基

本方針、その他の土地利

用計画の概要 

 

共同住宅、公園緑地等の土地利用

を行う。 

低層住宅、公園緑地等の土地利用

を行う。 

ハ 都市施設、地区施設の

整備方針 

民間による計画的な開発により、

地区内の街路、公園等の地区施設

の総合的な整備を図る。 

 

民間による計画的な開発により、

地区内の街路、公園等の地区施設

の総合的な整備を図る。 

ニ その他の特記すべき

事項 

 

－ － 

(参考) 

重点地区を含む重点供給

地域の名称 

 

 

川間地域 

 

山中町地域 
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別表 重点地区の整備又は開発の計画の概要 

地 区 名 ３．衣笠・長坂地区 

面  積 約 42.5ha 

イ 地区の整備又は開発

の目標 

民間による開発事業の実施によ

り、計画的な住宅地と基盤施設整

備を一体的に進める｡ 

 

ロ 用途、密度に関する基

本方針、その他の土地利

用計画の概要 

 

低層住宅、公園緑地等の土地利用

を行う。 

ハ 都市施設、地区施設の

整備方針 

民間による計画的な開発により、

地区内の街路、公園等の地区施設

の総合的な整備を図る。 

 

ニ その他の特記すべき

事項 

 

－ 

(参考) 

重点地区を含む重点供給

地域の名称 

 

 

衣笠・長坂地域 
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